
・公立香住病院 3階に介護老人保健施設を開設
・第 2回香美町の四季を詠う短歌 ･俳句祭
・おめでとう！平成 19 年度がんばった児童 ･生徒
・後期高齢者医療制度が始まります
・和太鼓奏者 中村浩二さん
　こんにちわ町長です
・行政トピックス
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )

今月号の主な内容
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち
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（第 36 号）

【写真】

おひな様のように
かわいらしく

    どんぐり保育園（村岡区川会）

　3月 3日、どんぐり保育園
では、手作りのひな人形が飾
られたお遊戯室で、36 人の
園児らがひな祭りの歌を元気
いっぱい歌いました。

　年長のひまわり組の女の子
4人は、この日のために作っ
たおひな様を手に、「おひな
様みたいにかわいくなりた
い」とすてきな笑顔で語って
くれました。
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公
立
香
住
病
院
3
階
に
、
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設

 
３
月
17
日
か
ら
相
談
受
付
開
始
、
５
月
中
旬
オ
ー
プ
ン

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
増
加
す
る
要
介

護
者
に
対
し
、
介
護
、
医
療
、
看
護
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
居
宅
で
の
家
族
の
介

護
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
休
止
し
て

い
た
公
立
香
住
病
院
の
3
階
病
棟
を
改
修

し
、
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
し
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
可
能
な
限

り
居
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

機
能
の
維
持
回
復
を
目
指
す
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
た
め
の
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」
も
開
設

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
病
院
施
設

の
活
用
、
経
営
の
改
善
を
同
時
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
と
は

入
所
ま
で
の
手
続
き

　

介
護
老
人
保
健
施
設
と
は
、
病
状
が
安

定
し
、
入
院
治
療
を
必
要
と
し
な
い
「
要

介
護
状
態
」
と
認
定
さ
れ
た
人
に
、
看
護
、

医
学
的
管
理
下
で
の
介
護
や
機
能
訓
練
、

相
談
窓
口
は
支
援
相
談
員

　

相
談
の
窓
口
は
「
支
援
相
談
員
」
で
、

公
立
香
住
病
院
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
相
談
員
は
、
利
用
者
・
家
族
の
処

遇
上
の
相
談
や
入
所
・
通
所
利
用
調
整
、

利
用
者
・
家
族
と
各
関
係
機
関
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
）
と

の
橋
渡
し
を
行
い
、
在
宅
復
帰
を
援
助
し

ま
す
。

①
ま
ず
、
ご
家
族
か
ご
本
人
が
、
入
所
相

　

談
の
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。（
担
当
の
介

　

護
支
援
専
門
員
を
通
じ
て
で
も
構
い
ま

　

せ
ん
）

②
利
用
希
望
者
に
来
所
い
た
だ
く
か
、
支

　

援
相
談
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
入
所

　

に
関
す
る
面
接
を
行
い
ま
す
。
利
用
の

　

目
的
、
心
身
の
状
況
、
家
族
の
意
向
な

　

ど
を
伺
い
、
入
所
に
必
要
な
書
類
（
利

　

用
同
意
書
・
主
治
医
か
ら
の
紹
介
状
な

　

ど
）
の
準
備
や
費
用
な
ど
に
つ
い
て
説

　

明
し
ま
す
。

③
施
設
で
は
、
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員

　

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
状
況
を
お
聞
き

●
問
い
合
わ
せ
先

　

支
援
相
談
員
（
公
立
香
住
病
院
介
護
老

　

人
保
健
施
設
開
設
準
備
室
）

　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
６
６

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

し
ま
す
。

④
①
〜
③
を
も
と
に
利
用
判
定
（
入
所
判

　

定
会
議
）
を
行
い
ま
す
。

⑤
ご
利
用
い
た
だ
け
る
場
合
、
利
用
者
と

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約
を
行
い
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
支
援

　

相
談
員
が
ほ
か
の
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
な

　

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

⑥
利
用
者
の
目
的
・
緊
急
度
・
身
体
状
況
な

　

ど
を
も
と
に
優
先
順
位
・
入
所
期
間
を

　

検
討
し
、
入
所
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
必
要
な
医
療
と
日
常
生
活
上
の

お
世
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

公
立
香
住
病
院
介
護
老
人
保
健
施
設
で

は
、
①
入
所
、
②
短
期
入
所
療
養
介
護
・

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
、
③
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
予
防
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
3
種
類
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
短
期
入
所
療
養
介
護
を
含
む
定

員
は
48
人
で
す
。

　

な
お
、
利
用
対
象
者
は
、
介
護
保
険
の

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
と
な
り
ま
す
。

●
基
本
理
念

　

利
用
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
人
と
し
て

の
尊
厳
の
あ
る
望
ま
し
い
在
宅
ま
た
は
施

設
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
明
る
い
笑
顔
に
包
ま
れ
た
老
人

保
健
施
設
を
目
指
し
ま
す
。
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●サービス一覧

種別 入　 　所
短 期 入 所 療 養 介 護
介護予防短期入所療養介護

通所リハビリテーション
介護予防通所リハビリテーション

対象

要介護１以上で、病状が安定していて、

入院治療を必要としない人

・短期入所療養介護

　→要介護１以上の人

・介護予防短期入所療養介護

　→要支援１・２の人

・通所リハビリテーション

　→要介護 1以上の人

・介護予防通所リハビリテーション

　→要支援１・２の人

内容

　一定期間（おおむね 3ヵ月間）の入

所中に、利用者の能力に応じ、日常生

活を営むことができるように、医療ケ

ア、リハビリテーション、レクリエー

ション、日常生活のケアを提供し、家

庭での生活に戻ることができるように

お手伝いします。

　家庭復帰や介護者支援を目標に、必

要な期間ご利用になれます。

　在宅療養している介護者

が、休養や冠婚葬祭などで、

一時的に介護が困難なとき

に入所していただくもの。

　居宅サービス計画に基づ

き、必要な日数だけご利用

になれます。

　家庭で療養生活をしている

人に、昼間来てもらい、健康

チェック、リハビリ、食事、

入浴などの日常生活のサービ

スを提供します。

　一日の利用定員は 10 人で、

居宅サービス計画に基づき、

６～８時間、日帰りでご利用

になれます。

利用料
など　

（別表 1参照） 介護保険法に定められた介護度別の介護報酬の1割（別表2参照）

相談
受付
開始

　3月 17 日（月）から相談受付開始。

　まず、公立香住病院介護老人保健施

設開設準備室にお電話ください。順次

面接を行います。

※必ずしも、申し込みの先着順が入所

　順になるとは限りません。

※申し込まれても、病状などにより、

　必ず入所できるとは限りません。

※開設日から一定期間は、数名ずつ段

　階的に入所していただく予定です。

　利用開始は、準備の都合上、6月以降になる予定です。

　まずは、担当のケアマネジャーにご相談ください。

　在宅サービスになるので、契約している居宅介護支援

事業所を通してのご利用になります。

　

　

（別表2）

要介護状態区分 １ヶ月の支給限度額

要支援１ ４９，７００円

要支援２ １０４，０００円

要介護１ １６５，８００円

要介護２ １９４，８００円

要介護３ ２６７，５００円

要介護４ ３０６，０００円

要介護５ ３５８，３００円

（別表1）課税世帯の１日あたりのサービス利用料金 ( 加算分を含む）

要介護状態区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

利用料（1割） ８３０円 ８７９円 ９３２円 ９８６円 １，０３０円
居　住　費 ３２０円
食　　　　費 　１，７００円
自己負担合計 ２，８５０円 ２，８９９円 ２，９５２円 ３，００６円 ３，０５０円

１ヵ月分の利用料金 ８５，５００円 ８６，９７０円 ８８，５６０円 ９０，１８０円 ９１，５００円

※　利用料は、管理栄養士加算 12 円、栄養マネジメント加算 12 円、リハビリマネジメント加算 25 円が加算さ
　れた額になっています。
※　1ヵ月分の利用料金は、1ヵ月を 30 日として計算しています。
※　住民税非課税世帯の方は、介護保険負担限度額の認定を受けることにより、食費が減額されます。
※　所得によって利用者負担上限額があり、一定額を超えると、申請すれば超えた分が「高額介護サービス費」　
　として、あとから支給されます。
※　上記の料金に、個々の状況に応じて療養食加算などがあります。
※　個室利用の場合は、居住費が 1,640 円になり、利用料も変わります。

★介護保険サービスを受けるには認定を受けてから★
　介護保険制度では、介護を必要とする状態になった場合に保険給
付が行われます。介護保険のサービスを利用するためには、被保険
者であっても、介護を必要とする状態かどうかを判定した「要介護
要支援認定」を受けなければなりません。
　なお、認定の申請は、役場福祉課か香住地域福祉センター内の介
護保険係、各地域局健康福祉課で手続きをしてください。
・被保険者
　①第１号被保険者 65 歳以上の人
　②第２号被保険者 40歳～ 65 歳未満の医療保険加入者。初老期認知症
　　や脳血管障害などの老化に起因する疾病のある人
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第
２
回 

香
美
町
の
四
季
を
詠

う

た

う
短
歌
・
俳
句
祭

　

第
２
回
「
香
美
町
の
四
季
を
詠

う
短
歌
・
俳
句
祭
」
を
開
催
、「
海

の
ま
ち
」「
山
の
ま
ち
」
の
自
然
、

生
活
、
歴
史
、
文
化
、
風
土
な
ど

を
題
材
に
し
た
短
歌
・
俳
句
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
（
高
校
生
を
含
む
）
合
わ
せ

て
、
短
歌
１
４
３
２
首
、
俳
句

１
８
３
６
句
の
応
募
が
あ
り
、
秋

田
県
を
は
じ
め
遠
方
か
ら
の
応
募

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
香
住
第

二
中
学
校
と
射
添
中
学
校
に
つ
い

て
は
全
生
徒
か
ら
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

短
歌
・
俳
句
と
も
、
小
学
生
、

中
学
生
、
一
般
の
各
部
門
で
、
最

優
秀
（
1
点
）、
優
秀
（
海
の
部
・

山
の
部
そ
れ
ぞ
れ
1
点
）、
佳
作

（
10
点
）、
計
78
点
の
入
賞
作
品
を

選
定
し
ま
し
た
。

　

3
月
1
日
、
香
住
区
中
央
公
民

館
で
第
２
回
「
香
美
町
の
四
季
を

詠
う
短
歌
・
俳
句
祭　

つ
ど
い
」

を
開
催
し
、
入
賞
作
品
の
発
表
と

入
賞
者
の
表
彰
を
行
う
と
と
も

に
、作
品
選
評
会
を
開
き
ま
し
た
。

入
賞
作
品
の
う
ち
各
部
門
の
最
優

秀
賞
と
優
秀
賞
の
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
短
歌
◆

●
小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　

 　
　

 

伊
藤 

成せ

い

か香
（
香
住
小
６
年
）

　

の
ん
び
り
と
と
ん
び
が
回
る
夏
の
空

　
　

漁
船
も
人
も
く
つ
ろ
ぐ
港　
　
　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

浜
本 

芙ふ

き紀
（
香
住
小
５
年
）

　

冬
の
夜
浜
に
な
ら
ん
だ
松
葉
ガ
ニ
を　

　
　

月
の
明
り
が
照
ら
し
て
る　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

上
田 

晃こ

う

や也
（
兎
塚
小
５
年
）

　

ハ
チ
北
に
春
を
知
ら
せ
る
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

　
　

雪
ど
け
水
に
ほ
ほ
え
ん
で
い
る　
　
　

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

            

清
水 

秀し

ゅ

う

と斗
（
香
住
一
中
１
年
）

　

朝
せ
り
で
白
い
吐
息
が
た
ち
の
ぼ
る

　
　

光
に
と
け
て
今
日
も
始
ま
る　
　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

   

山
根 

涼
り
ょ
う   

（
香
住
一
中
３
年
）

　

か
え
る
島
波
に
う
た
れ
て
嵐
こ
え

　
　

け
ず
ら
れ
る
岩
ス
ト
レ
ス
な
日
　々
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　

上
田 
朋と

も

か佳
（
小
代
中
２
年
）

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
鉢
伏
の
山
紅
い
ね
と

　
　

遠
い
山
見
て
つ
ぶ
や
い
た
日
よ　
　
　

●
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞　

           

伊
藤 

悦え

つ

こ子
（
加
西
市
）

　

「
ア
オ
リ
イ
カ
釣
れ
て
お
り
ま
す
」
情
報
は

　
　

香
住
の
浜
の
釣
り
具
店
発　
　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

  

山
下 

桂け

い

か花
（
豊
岡
市
）

　

朝
早
く
祖
父
と
歩
い
た
魚
市
場

　
　

覚
え
て
い
る
の
は
潮
と
魚
の
香か　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　

  　

田
中 

勝か

つ

こ子
（
小
野
市
）

　

先
輩
の
顔
し
て
中
二
は
弟
に

　
　

ハ
チ
北
え
え
ぞ
と
語
尾
上
げ
て
言
ふ　

町
内
外
か
ら
３
２
６
８
点
の
応
募

（
短
歌
１
４
３
２
首
、
俳
句
１
８
３
６
句
）

◆
俳
句 

◆

●
小
学
生
の
部　

・
最
優
秀
賞　

         

浜
本 

芙ふ

き紀
（
香
住
小
５
年
）

　

冬
の
月
父
の
漁
船
を
照
ら
し
て
る　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

西
川 

小こ

は

る春
（
香
住
小
６
年
）

　

か
に
ゆ
で
る
ゆ
げ
の
む
こ
う
は
日
本
海　
　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

古
家 

燎
り
ょ
う   

（
村
岡
小
５
年
）　

　

雪
消
え
を
ざ
ぜ
ん
そ
う
た
ち
待
ち
わ
び
る　
　
　
　

●
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　

谷
渕 

幸ゆ

き

み海
（
射
添
中
３
年
）

　

松
葉
ガ
ニ
ご
め
ん
と
言
っ
て
ゆ
で
る
祖
母　
　
　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

藤
原 

裕ゆ

う

だ

い大
（
香
住
二
中
１
年
）

　

松
葉
ガ
ニ
さ
ば
く
父
の
手
た
く
ま
し
く　
　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

井
上 

美み

ゆ

か

優
花
（
小
代
中
１
年
）

　

小
代
牛う

し

黒
き
ひ
と
み
に
う
つ
る
雪

●
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　

駒
居 

君き

み

か香
（
香
住
区
七
日
市
）

　

平へ

い

け

む

ら

家
村
の
眞
下
う
ち
寄
す
冬ふ

ゆ

ど

と

う

怒
涛　

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

蔭か

げ

き木 

翠
み
ど
り   

（
神
戸
市
）

　

夕ゆ

う

す

げ菅
や
海

か

い

ち

ょ

う

お

ん

潮
音
の
崖
ゆ
る
る

・
優
秀
賞　
　
　
　
　

山
口 

栄え

い

こ子
（
福
知
山
市
）

　

初
霰

あ
ら
れ

棚
田
も
屋
根
も
跳
ね
返
し
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お
め
で
と
う
！
平
成
19
年
度 

が
ん
ば
っ
た
児
童
・
生
徒
（
３
校
、
21
人
）

野
口 

拳け

ん

と人
（
村
岡
中
2
年
）　
　

　

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵

　

庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
県
学
校
図
書

　

館
協
議
会
賞

西
口 

玲
子
（
兎
塚
中
1
年
）　
　

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
フ
リ
ー
3
位

井
口 

裕ゆ

う

た太
（
小
代
中
2
年
）　
　

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

3
位

井
上 

彩あ

や

（
小
代
中
2
年
）

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
フ
リ
ー
2
位
・
ク
ラ
シ

　

カ
ル
3
位

毛
戸 

安あ

ん

な奈
（
小
代
中
2
年
）

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
2
位

小
林 

天た

か

ま

さ真
（
小
代
中
2
年
）　
　

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
3
位
・
フ

　

リ
ー
3
位

中
村 

雄
也
（
香
住
小
3
年
）

　

第
80
回
記
念
兵
庫
県
小
・
中
・

　

高
校
絵
画
展
特
選

宮
脇 

渓け

い

た汰
（
長
井
小
4
年
）

　

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵

　

庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
新
聞
社
賞

中
村 

有あ

り

さ沙
（
長
井
小
6
年
）

　

平
成
19
年
度
児
童
・
生
徒
交
通

　

安
全
ポ
ス
タ
ー
銅
賞

長な

が

と戸 

嶺れ

い

（
村
岡
小
2
年
）

　

平
成
19
年
度
児
童
・
生
徒
交
通

　

安
全
ポ
ス
タ
ー
金
賞

小
西 

佑ゆ

う

な奈
（
香
住
一
中
2
年
）

　

第
59
回
兵
庫
県
幼
・
小
・
中
・

　

造
形
教
育
展
推
奨
（
県
造
形
教

　

育
連
盟
賞
）

山
盛 

壮そ

う

た太
（
香
住
二
中
1
年
）　

　

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

小
田 

真ま

き希
（
香
住
二
中
1
年
）　

　

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

山
本 

渡
わ
た
る

（
香
住
二
中
2
年
）　

　

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

亀
村 

悠ゆ

う

ま真
（
香
住
二
中
3
年
）　

　

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

中
瀬 
寛ひ

ろ

み美
（
香
住
二
中
3
年
）　

　

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

 

町
長
表
彰(

３
校
５
人)

 

教
育
長
表
彰( 

16
人 )

西
村 

康
平
（
小
代
中
2
年
）

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス

　

キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク

　

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー

　

1
位
・
ク
ラ
シ
カ
ル
2
位

青
山 

恵
（
香
住
二
中
2
年
）

　

平
成
19
年
度
児
童
・
生
徒

　

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
最
優

　

秀
賞
（
県
知
事
）、
第
67
回

　

全
国
教
育
美
術
展
（
特
選
）

藤
井 

圭け

い

と人
（
小
代
中
3
年
）

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス

　

キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク

　

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ

　

カ
ル
1
位
・
フ
リ
ー
2
位

久
保
井 

郁い

く

み美
（
小
代
中
3
年
）

　

第
53
回
兵
庫
県
中
学
校
ス

　

キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ク

　

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ

　

カ
ル
1
位
・
フ
リ
ー
1
位

香
住
第
二
中
学
校

　

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展

　

各
都
道
府
県
・
指
定
都
市

　

教
育
委
員
会
賞
、
第
48
回

　

交
通
安
全
国
民
運
動
中
央

　

大
会
交
通
安
全
優
良
学
校

兎
塚
中
学
校　

　

平
成
19
年
度
環
境
教
育
実

　

践
発
表
大
会
グ
リ
ー
ン
ス

　

ク
ー
ル
表
彰

小
代
中
学
校

　

第
46
回
兵
庫
県
学
校
歯
科

　

保
健
大
会
最
優
秀
校
、
第
53

　

回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー

　

選
手
権
大
会
団
体
総
合
優

　

勝
（
男
子
・
女
子
）・
男
子

　

リ
レ
ー
競
技
1
位
・
女
子

　

リ
レ
ー
競
技
1
位

濱
本 

祐ゆ

う

じ志
（
香
住
小
6
年
）

　

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想

　

文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
県

　

知
事
賞

　

2
月
28
日
、
役
場
本
庁
で
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
で
活
躍
し
た
児
童
・
生
徒
を

表
彰
す
る
「
平
成
19
年
度 

児
童
生
徒
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
3
校
、
21
人
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
順
不
同
・

敬
称
略
）
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平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
3
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
（
手
続
き
）
先

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

医
療
機
関
な
ど
で
医
療
を
受
け
る
と
き

後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付

保
険
料

●
75
歳
以
上
の
人

　
　

手
続
き
な
し
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

と
な
り
ま
す
。

●
老
人
保
健
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
75

 

歳
未
満
の
人

　
　

手
続
き
な
し
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
3
月
末
ま
で
に
障
害
認
定
の

　

取
り
下
げ
手
続
き
を
す
れ
ば
、
こ
の
制
度
の
被
保
険

　

者
に
な
ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

　

後
で
も
、
障
害
認
定
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
４
月
２
日
以
降
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と

　

な
る
人

　
　

手
続
き
な
し
で
、
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
後
期

　

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者

　

証
は
誕
生
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の

　

障
害
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
65
歳
以

　

上
の
人
は
、
認
定
日
か
ら
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ

　

老
人
保
健
と
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
葬
祭

費
（
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ

た
人
に
支
給
）
や
新
た
に
高
額
介
護
合
算
療
養
費
（
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
1
年
間
の
負
担
合
計
額
が
高
額
と

な
っ
た
と
き
に
支
給
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
、均
等
割
額
（
４
万
３
９
２
４

円
）
と
所
得
割
額
（
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
な
ど
×

８
・
07
％
）
を
合
算
し
た
額
で
す
（
上
限
50
万
円
）。

●
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　
　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得

　

金
額
な
ど
に
応
じ
て
、均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
所

　

得
が
確
認
で
き
て
い
る
被
保
険
者
は
、
申
請
の
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
）。

●
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
が
扶
養
す
る
人
へ
の
軽
減

　
　

資
格
取
得
日
（
4
月
1
日
）
の
前
日
に
お
い
て
、
社

　

会
保
険
な
ど
（
健
保
・
船
保
・
各
共
済
）
の
加
入
者
が

　

扶
養
す
る
人
は
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
以
降
、
２

　

年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
限
り
、
均
等
割
額
の
５

　

割
が
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

さ
ら
に
平
成
20
年
度
の
特
例
措
置
と
し
て
、
平
成
20

　

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ず
、
10

　

月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
は
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
付
開
始
時
期

　

【
特
別
徴
収
の
人
】

　

①
平
成
19
年
8
月
末
現
在
、
国
民
健
康
保
険
・
国
保
組

　
　

合
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
平
成
20
年
４
月
１

　
　

日
現
在
75
歳
以
上
の
人
は
、
平
成
20
年
４
月
支
給
の

　
　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
　

※
基
準
日
以
降
に
社
会
保
険
に
加
入
し
た
人
は
、
第

　
　
　

１
期
分
の
保
険
料
天
引
き
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、

　
　
　

後
日
の
納
付
の
際
に
調
整
し
ま
す
。　

　

②
国
民
健
康
保
険
・
国
保
組
合
保
険
以
外
に
加
入
さ
れ

　
　

て
い
る
人
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
75
歳
以
上

　
　

の
人
は
、
平
成
20
年
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
天
引
き

　
　

さ
れ
ま
す
。

　

③
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

　
　

は
、
平
成
20
年
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

　
　

ま
す
。

　

【
普
通
徴
収
の
人
】

　

①
平
成
19
年
12
月
末
現
在
、
国
民
健
康
保
険
・
国
保
組

　
　

合
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
で
、
特
別
徴
収
で
き

　
　

な
い
人
は
、
平
成
20
年
７
月
か
ら
納
付
し
ま
す
。

　

②
右
記
②
③
で
特
別
徴
収
で
き
な
い
人
は
、
平
成
20
年

　
　

10
月
か
ら
納
付
し
ま
す
。

●
保
険
料
額
の
通
知

　
　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、
平
成
20
年
７
月
に
送

　

付
し
ま
す
（
特
別
徴
収
で
①
の
人
は
、
仮
徴
収
額
の
決

　

定
通
知
書
を
、
平
成
20
年
４
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
）。

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

℡

０
７
８
・
３
２
６
・
２
６
１
２

い
。
な
お
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
負
担
割
合
は
、

老
人
保
健
と
同
様
で
す
が
、
所
得
や
世
帯
の
状
況
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
老
人
保
健
で
限
度
額

　

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や
特
定
疾
病
療
養

　

受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
の
被
保
険
者
証
と
と
も
に
、
新
た
に
認
定
証

　

や
受
療
証
を
送
付
し
ま
す
。
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合
併
前
、
旧
香
住
町
の
四
季
折
々
の

豊
か
な
自
然
や
風
情
を
、
短
歌
や
俳
句

に
詠
っ
て
い
た
だ
き
、
文
化
の
発
信
と

観
光
の
振
興
を
図
ろ
う
と
始
め
た
「
短

歌
・
俳
句
祭
」
も
、
昨
年
度
か
ら
は
香

美
町
に
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
、
今
年
度

で
通
算
5
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
短
歌
１
４
３
２
首
、
俳
句

１
８
３
６
句
と
多
く
の
投
稿
が
あ
り
、

山
・
川
・
海
、
松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
、

そ
れ
に
余
部
鉄
橋
や
猿
尾
滝
な
ど
、
多

彩
な
自
然
や
風
物
な
ど
を
題
材
に
し
た

す
ば
ら
し
い
作
品
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　

特
に
、
町
内
の
小
・
中
学
生
が
合
わ

せ
て
１
３
８
２
点
も
の
投
稿
を
し
、
し

か
も
、
若
い
感
性
で
詠
っ
た
大
人
顔
負

け
の
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と
は
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
供
達
に
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
理
解

さ
せ
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
豊
か
な

人
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
「
ふ
る
さ
と

教
育
」
の
推
進
と
相
ま
っ
て
、
こ
う
し

た
小
・
中
学
生
の
作
品
が
、
年
々
増
え

て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
香
り
高
く
美
し
い
ま

ち
「
香
美
町
」
に
誇
り
を
も
っ
て
、
子

供
達
を
は
じ
め
多
く
の
町
内
外
の
人
々

に
、
よ
り
一
層
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

短
歌
・
俳
句
祭
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

　

香
美
町
の
四
季
を
詠
う

香
美
町
長

　

2
月
10
日
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
界
最
高
の
名

誉
と
さ
れ
る
「
第
50
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
」
全

１
１
０
部
門
の
な
か
の
い
や
し
や
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
ア
ル
バ

ム
部
門
」
で
、
太
鼓
奏
者
の
中
村
浩
二
さ
ん

（
48
歳
、
村
岡
区
宿
出
身
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
在
住
）
が
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
「
ポ
ー

ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
コ
ン
ソ
ー
ト
」
の
ア
ル

バ
ム
『C

restone

（
ク
レ
ス
ト
ン
）』
が
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、
和
太
鼓
の

道
へ
進
み
、
昭
和
57
年
に
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

「
鬼
太
鼓
座
」
に
参
加
し
、
平
成
13
年
ま
で

秀
明
太
鼓
（
滋
賀
県
）
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
。
平
成
17
年
4
月
に
渡
米
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
に
拠
点
を
移
し
、
秀
明
ア
メ
リ
カ
太

鼓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
か
た
わ
ら
ラ
イ

〝
太
鼓
を
通
し
て
世
界
の
人
々
の
平
和
に
貢
献
し
た
い
〞

 

和
太
鼓
奏
者 
中
村
浩
二
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）
の
参
加
グ
ル
ー
プ 

ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
コ
ン
ソ
ー
ト
が
米
グ
ラ
ミ
ー
賞

ブ
や
太
鼓
を
指
導
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
の
受
賞
を
祝
し
、
町
か
ら
も
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話
で
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
？

Ａ　

平
成
13
年
の
春
、
突
然
右
耳
が
聞
こ
え

な
く
な
り
、
原
因
不
明
の
「
突
発
性
難
聴
」

に
な
り
、
20
年
近
く
続
け
て
き
た
太
鼓
を

い
っ
た
ん
や
め
、
本
当
に
悩
ん
だ
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、「
人
生
で
起
こ
っ

て
く
る
こ
と
す
べ
て
に
意
味
が
あ
っ
て
、
病

気
も
神
様
か
ら
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
病
気
を
通

し
て
あ
な
た
が
何
を
学
ぶ
か
で
す
よ
」
と
い

う
医
者
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓

は
叩
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病
気
を
す
る
前

よ
り
む
し
ろ
心
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
3

年
が
過
ぎ
、
も
う
一
度
太
鼓
を
叩
い
て
み
た

い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
悩
み
抜
い
た
末

に
、
ア
メ
リ
カ
移
住
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
氏
と
は
10
年
前
に

出
会
い
、
秀
明
太
鼓
と
し
て
い
っ
し
ょ
に
演

奏
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン

タ
ー
氏
の
企
画
で
、
コ
ロ
ラ
ド
州
南
部
の
標

高
２
２
５
０
ｍ
に
位
置
す
る
小
さ
な
町
ク
レ

ス
ト
ン
か
ら
さ
ら
に
奥
、
標
高
３
６
０
０
ｍ

の
高
地
に
あ
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
湖
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
通

し
て
、
人
々
の
心
を
打
つ
美
し
い
音
楽
を
つ

く
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
本
当
に
貴
重

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ　

今
後
の
抱
負
は
？

Ａ　

グ
ラ
ミ
ー
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ

の
責
任
を
感
じ
ま
す
。
受
賞
は
終
着
点
で

は
な
く
、
新
た
な
る
出
発
点
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
美
し
い
芸
術
は

国
境
を
越
え
、
広
く
人
々
の
心
を
い
や
し

て
い
き
ま
す
。
私
は
ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

氏
の
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
と
共

に
、
美
し
い
音
楽
で
世
界
の
人
々
の
心
を

い
や
し
、
世
界
に
平
和
を
も
た
ら
す
活
動

に
参
加
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言
。

Ａ　

皆
さ
ま
、
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
出
身
地
を
聞
か
れ
、「
日
本
の
兵
庫
県

の
香
美
町
だ
」
と
言
っ
て
も
誰
も
知
り
ま

せ
ん
の
で
、「
空
気
が
き
れ
い
で
美
し
い
自

然
が
あ
る
。
冬
は
ス
キ
ー
、
夏
は
ビ
ー
チ
、

そ
れ
に
温
泉
。
農
作
物
と
シ
ー
フ
ー
ド
が

お
い
し
く
て
、特
に
最
高
級
のC

rab

（
カ
ニ
）

とB
eef

（
牛
肉
）
の
産
地
だ
」
と
説
明
し

ま
す
。
遠
く
へ
行
っ
て
も
、
自
分
の
故
郷

を
い
つ
も
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
故
郷
の
人
が
好
き
で
す
。
優
し
く
て
人

情
味
が
あ
っ
て
、
地
元
の
言
葉
（
な
ま
り
）

を
聞
く
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　

「
シ
ン
ク
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
、
ア
ク
ト
ロ
ー

カ
リ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

地
球
の
未
来
の
た
め
に
行
動
す
る
の
に
場

所
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
未
来
の

世
界
の
こ
と
、
子
供
た
ち
の
将
来
の
こ
と

を
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
共
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

▲魂を込めて演奏する中村さん（中村さん提供）
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香
美
町
海
の
文
化
館 

第
11
回
絵
画
展

 

応
募
作
品
４
２
５
点 

入
賞
者
決
ま
る

　

香
美
町
海
の
文
化
館
で
小
中
学
生
を
対
象
に
海
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
を
募
集
し
た
第
11
回
絵
画
展
。
町

内
外
か
ら
、
海
や
魚
、
漁
船
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
力

作
４
２
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

【
４
年
生
】

・
特
選
▼
羽
野 

稜
平
（
豊
岡
市
八
条
小
）

・
入
選
▼
西
村 

徹
（
豊
岡
市
八
条
小
）、
小
林 

哲
也
（

　
　
　
　

豊
岡
市
八
条
小
）、
河こ

う

も

と本 

詳
平
（
豊
岡
市
八

　
　
　
　

条
小
）、
神
田 

拓た

く

み海
（
佐
津
小
）、
小
谷 

大

　
　
　
　

喜
（
兎
塚
小
）

【
５
年
生
】

・
特
選
▼
細
見 

唯ゆ

い

と人
（
朝
来
市
枚
田
小
）

・
入
選
▼
中
田 

朱し

ゅ

り莉
（
豊　

岡
市
八
条
小
）、
谷 

将ま

さ

み

ち充

　
　
　
　

（
奥
佐
津
小
）、
習し

ゅ

っ

た田 

大
貴
（
朝
来
市
枚
田

　
　
　
　

小
）、　

吉
田 

拓
真
（
香
住
小
）

【
６
年
生
】

・
特
選
▼
守
山 

功い

さ

と人
（
香
住
小
）

・
入
選
▼
石
田 

裕ゆ

き

こ

起
子
（
香
住
小
）、
池
田 

拓
矢
（
養

　
　
　
　

父
市
宿
南
小
）、
佛
生 

光
ひ
か
る

（
豊
岡
市
竹
野
小
）

●
中
学
生
の
部

【
1
年
生
】

・
特
選
▼
小
田 

真
希
（
香
住
二
中
）

・
入
選
▼
中
川 

菖し

ょ

う

ご悟
（
香
住
二
中
）

【
2
年
生
】

・
特
選
▼
永
田 

翔
し
ょ
う

（
香
住
二
中
）

・
入
選
▼
谷 

幸ゆ

き

ま

さ綱
（
香
住
二
中
）

【
３
年
生
】

・
特
選
▼
黒
澤 

由
希
子
（
秋
田
県
大
館
市
第
一
中
）

・
入
選
▼
松
下 

将
也
（
香
住
二
中
）、
西
谷 

奈
々
江
（

　
　
　
　

香
住
二
中
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
部
農
林
水
産
課

　

香
美
町
海
の
文
化
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１

●
小
学
生
の
部

【
1
年
生
】

・
特
選
▼
山
崎 

芽め

い

（
香
住
小
）

・
入
選
▼
岡
田 

明あ

か

り梨
（
奥
佐
津
小
）、
井
上 

太た

い

ち智
（
村

　
　
　
　

岡
小
）、
永
田 

碧
あ
お
い

（
豊
岡
市
竹
野
小
）、
仲

　
　
　
　

村
日ひ

な那
（
香
住
小
）、中
田 

憲け

ん

し

ん伸
（
奥
佐
津
小
）

【
2
年
生
】

・
特
選
▼
早
川 

幸さ

き希
（
朝
来
市
枚
田
小
）

・
入
選
▼
芦
田 

み
ゆ
き
（
豊
岡
市
五
荘
小
）、
安
田 

優

　
　
　
　

香
子
（
香
住
小
）、
中
田 

祐
介
（
豊
岡
市
竹

　
　
　
　

野
小
）、
片
山 

貴た

か

と登
（
朝
来
市
枚
田
小
）

【
３
年
生
】

・
特
選
▼
福
本 

桃
子
（
香
住
小
）

・
入
選
▼
小
西 

悠ゆ

か

り

加
里
（
香
住
小
）、
旭 

翔
平
（
豊
岡

　
　
　
　

市
八
条
小
）

▲全作品が展示され、来館者の目を楽
　しませていました。

　

2
月
16
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
長
野
県
の
野
沢
温

泉
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
た
第
63
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
の
ス
キ
ー
競
技
会
。
県
内
25
人
の
選
手
の
う
ち
、

香
美
町
か
ら
次
の
11
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

 
第
63
回
国
体
ス
キ
ー

  　

町
内
11
選
手
が
健
闘

●
ス
キ
ー
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

【
成
年
男
子
Ａ
・
途
中
棄
権
】

今
井 

智と
も
ゆ
き征

（
小
代
区
秋
岡
・
近
畿
大
3
年
）

【
成
年
男
子
Ａ
・
66
位
】

田
邊 

正ま
さ
か
ず和

（
村
岡
区
大
笹
・
県
立
豊
岡
総
合
高
教
員
）

【
成
年
男
子
Ｂ
・
49
位
】

中
村 

智と
も
ひ
こ彦

（
村
岡
区
大
糠
・
香
美
町
役
場
）

【
成
年
男
子
Ｃ
・
47
位
】

西
村 

昌ま

さ

き樹
（
村
岡
区
大
笹
・
㈱
西
村
工
務
店
）

【
少
年
男
子
・
58
位
】

今
井 

和か

ず

き希
（
小
代
区
秋
岡
・
村
岡
高
3
年
）

【
成
年
女
子
Ａ
・
31
位
】

今
井 

優ゆ

う

こ子
（
小
代
区
秋
岡
・
立
命
館
大
1
年
）

●
ス
キ
ー･

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

【
成
年
男
子
Ａ
・
74
位
】

西
村 

一い
っ
せ
い生

（
村
岡
区
日
影
・
び
わ
こ
成せ

い

け

い蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
1
年
）

【
少
年
男
子
・
120
位
】

井
上 

航わ
た
る

（
村
岡
区
高
坂
・
村
岡
高
3
年
）

【
少
年
男
子
・
101
位
】

西
谷 

光こ
う
へ
い平

（
養
父
市
・
村
岡
高
3
年
）

【
少
年
女
子
59
位
】

吉
岡 

実み

な

み

奈
美
（
小
代
区
秋
岡
・
村
岡
高
3
年
）

【
少
年
女
子
57
位
】

井
上 

優ゆ

か

り

香
里
（
小
代
区
城
山
・
村
岡
高
2
年
）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

（
順
不
同
、
か
っ
こ
内
は
行
政
区
）

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

【
兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
感
謝
状

　

（
在
職
18
年
以
上
）、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

　

合
会
永
年
勤
続
退
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

　

（
在
職
15
年
以
上
）、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
（
在

　

職
6
年
以
上
）、
兵
庫
県
知
事
感
謝
状
（
在
職
1
年

　

以
上
）】

　
　

・
山
守 

正
信
さ
ん   

（
香
住
区
三
谷
）

　
　

・
明
保
能 

弘こ

う

せ

ん宣
さ
ん
（
小
代
区
平
野
）

　

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
永
年
勤
続
退
任

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
、
厚
生
労
働
大
臣
感

　

謝
状
、
兵
庫
県
知
事
感
謝
状
】

　
　

・
西
浦 

栄
子
さ
ん   

（
村
尾
区
和
池
）

　
　

・
中
村 

和
子
さ
ん   

（
村
岡
区
和
田
）

　

【
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
、
兵
庫
県
知
事
感
謝
状
】

　
　

・
高
村 

賀か

ず

よ

壽
代
さ
ん
（
香
住
区
境
）

　
　

・
田
中 

ゑ
み
さ
ん   

（
香
住
区
境
）

　
　

・
山
崎 

禮ひ

ろ

こ子
さ
ん   

（
香
住
区
香
住
）

　
　

・
田
村 

和
子
さ
ん   

（
香
住
区
西
香
住
）

　
　

・
濱
戸 

美
千
代
さ
ん
（
香
住
区
駅
前
）

　
　

・
橋
本 
和
子
さ
ん   

（
香
住
区
森
）

　
　

・
山
盛 
幸ゆ

き

こ子
さ
ん   

（
香
住
区
大
梶
）

　
　

・
田
中 

秀
春
さ
ん   

（
香
住
区
奥
安
木
）

　
　

・
小
林 

正
和
さ
ん   
（
香
住
区
上
計
）

　
　

・
石
部 

賢け

ん

の

う應
さ
ん   
（
香
住
区
小
原
）

　
　

・
徳
山 

万ま

さ

こ

佐
子
さ
ん
（
村
岡
区
東
中
）

　
　

・
八
次 

艶つ

や

み美
さ
ん   

（
村
岡
区
本
町
）

　
　

・
中
村 

康
子
さ
ん   

（
村
岡
区
原
）

　
　

・
井
上 

菊
夫
さ
ん   

（
小
代
区
実
山
）

　
　

・
毛
戸 

良
久
さ
ん   

（
小
代
区
神
水
）

　
　

・
田
淵 

智
加
子
さ
ん
（
小
代
区
新
屋
）

　

【
兵
庫
県
知
事
感
謝
状
】

　
　

・
長
澤 

常
信
さ
ん   

（
香
住
区
香
住
）

　
　

・
山
田 

和
美
さ
ん   

（
香
住
区
油
良
）

　
　

・
山
森 

早は

や

み美
さ
ん   

（
香
住
区
守
柄
）

　
　

・
奥
田 

千
絵
子
さ
ん
（
香
住
区
鎧
）

　
　

・
尾
崎 

芳
和
さ
ん   

（
村
岡
区
境
）

　
　

・
今
井 

睦
子
さ
ん   

（
小
代
区
大
谷
）

　
　

・
中
村 

徳と

く

よ

し義
さ
ん   

（
小
代
区
佐
坊
）

　
　

・
今
井 

綾
子
さ
ん   

（
小
代
区
佐
坊
）

●
第
48
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

　

優
良
団
体
等
表
彰

　

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
、

　

登
下
校
時
に
生
徒
の
保
護
誘
導

　
　

・
町
立
香
住
第
二
中
学
校

●
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　

Ｊ
Ｒ
香
住
駅
の
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る

　

み
の
青
少
年
育
成
活
動
を
推
進

　
　

・
香
住
地
区
青
少
年
育
成
推
進
会
議　
　
　
　▲ＪＲ香住駅待合室を清掃する

　香住地区青少年育成推進会議の皆さん

 
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー

 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
に
つ
い
て

　

ご
み
処
理
施
設
「
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
」
で
は
、
環
境
へ

の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
、
毎
年
専
門
機
関
に
よ
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
昨
年
10
月
と
11
月
に
排
ガ
ス
や
集
じ
ん

灰
な
ど
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
測
定
し
ま
し
た
。

別
表
の
と
お
り
、
測
定
結
果
は
い
ず
れ
も
基
準
値
以
下
で
、

今
年
度
も
良
好
で
し
た
。

　

今
後
も
、
適
正
な
維
持
管
理
・
安
定
稼
動
に
努
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

　

矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー

℡

０
７
９
６
・
36
・
４
５
７
２

（別表）排出物中のダイオキシン類の測定結果

排ガス
（ng/N㎥）

集じん灰
（ng/g）

焼却灰
（ng/g）

埋立浸出水
（pg/ℓ）

基準値 10 3 3 10

測定結果 0.24 1.7 0.002 0.00094

※ ng（ナノグラム）は 10億分の 1g、pg（ピコグラムは
　1兆分の 1g）
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平
成
20
年
度 

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
が
納
付
す
べ
き
固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
町
内
の
ほ
か
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）
〜
4
月
30
日
（
水
）
の
平
日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
縦
覧
場
所

　

役
場
総
務
部
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

●
縦
覧
で
き
る
方　
　

　

固
定
資
産
税
納
税
者

●
縦
覧
で
き
る
帳
簿

・
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土

　

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）」

・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家

　

屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
お
よ
び
価
格
）」

●
手
数
料　
　

無
料

 

平
成
20
年
度 

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
は
、
自
己
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
や
借
家
人
は
、
賃
貸
借

契
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※
納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
権
利
な
ど
が
確
認
で
き
る
書
類
を

　
　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

①
ね
ん
き
ん
特
別
便
の
発
送
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
現
在
、
年
金
記
録
の
確
認

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
社
会
保
険
庁
に
お
届
け
い
た

だ
い
て
る
住
所
（
氏
名
）
あ
て
に
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
変
更
や
、
結
婚
な
ど
に
よ
り
姓
が

変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
な
住
所
（
氏
名
）

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
付
い
て
い
な
い

記
録
の
中
に
は
、「
結
婚
な
ど
に
よ
り
氏
名
を
変

更
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
記
録
」
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
記
録
は
旧
姓
を
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
記
録

に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
ま
で
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届

い
た
人
は
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
記
載
も
れ
や

誤
り
が
な
い
か
を
ご
確
認
の
上
、
必
ず
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ
る
人
は
、

社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 
社
会
保
険
庁
か
ら
お
知
ら
せ

 
ね
ん
き
ん
特
別
便
発
送
と
年
金
相
談
所
開
設

●
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

℡

０
７
９
６
・
22
・
３
１
９
６

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

★
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

℡
０
７
９
６
・
０
５
８
・
５
５
５

●
手
続
き
先

　

年
金
受
給
者
は
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
役
加
入
者
の
う
ち
、
国
民
年
金
被
保
険
者
は

役
場
・
各
地
域
局
で
、
厚
生
（
共
済
）
年
金
被
保

険
者
（
扶
養
配
偶
者　

含
む
）
は
勤
務
先
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
旧
姓
履
歴
の
申
出
は
、
す
べ
て
社
会
保
険
事
務

所
で
す
。

②
年
金
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

年
金
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を
お
持
ち
の
人

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
と　

き

　

3
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
と
こ
ろ

　

香
住
区
中
央
公
民
館　

1
階
視
聴
覚
室



11 ※役場各課など主な施設の電話番号は、13 ページにあります。

　

2
月
11
日
、
雪
の
多
い

香
美
町
と
は
違
い
、
大
変

穏
や
か
な
天
候
の
な
か
、

尼
崎
市
の
丸
橋
公
園
で
開

催
さ
れ
た
「
第
16
回
ふ
る

さ
と
雪
ま
つ
り
」
に
、
10

ｔ
ダ
ン
プ
2
台
分
の
雪
を

贈
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
大
勢
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
、
ダ
ン

プ
か
ら
雪
が
降
ろ
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
が
わ
れ

先
に
と
詰
め
掛
け
、
雪
玉

を
作
っ
た
り
、
記
念
写
真

を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
代
の
特
産
品
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

用
意
し
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
香
美
町
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

し
た
。

 

都
市
と
の
交
流　

尼
崎
市
へ

香
美
町
か
ら
ど
ー
ん
と
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

で
、
受
給
期
間
が
５
年
を
超
え
る
人
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
児

童
扶
養
手
当
の
額
が
減
額
（
支
給
額
の

２
分
の
１
を
限
度
と
し
ま
す
）
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
業
し
て
い
る
人
、

就
業
意
欲
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
就
業

が
困
難
な
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
期
日

ま
で
に
届
出
と
そ
れ
に
伴
う
関
係
書
類

を
提
出
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

手
当
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
役
場
か
ら
事
前

に
関
係
書
類
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
提
出
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

　

児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用

除
外
届
出
書
、関
係
書
類
（
雇
用
証
明
書
、

求
職
活
動
等
申
告
書
、
求
職
活
動
支
援

機
関
等
利
用
証
明
書
、
診
断
書
な
ど
）

●
提
出
期
日

　

提
出
期
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
給
開

始
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
届

い
た
書
類
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

 

児
童
扶
養
手
当
の

 

一
部
支
給
停
止
に
つ
い
て

　

２
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
香
住
総
合
支
店
で
開
催
さ
れ
た
第
49

回
香
住
果
樹
園
芸
組
合
通
常
総
会
で
、
第
22
回
香
住
梨
高
品
質
コ

ン
ク
ー
ル
（
同
組
合
主
催
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
香
住
梨
」
の

一
層
の
品
質
向
上
と
農
家
の
栽
培
意
欲
の
増
進
の
た
め
、
昭
和
61
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
第
22
回
香
住
梨
高
品
質
コ
ン
ク
ー
ル

 

３
年
連
続
最
優
秀
賞
に
福
本
浩
三
さ
ん

　

今
回
は
、
町
内
の
生
産
者
か

ら
、
出
品
さ
れ
た
二
十
世
紀
梨

２
５
０
点
か
ら
、
第
1
次
審
査

（
現
物
）
と
最
終
審
査
（
書
類
）

を
経
て
、
次
の
9
点
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　

最
優
秀
賞
の
兵
庫
県
知
事
賞

に
は
、
福
本
浩
三
さ
ん
（
香
住
区

森
）
が
選
ば
れ
、
3
年
連
続
4
回

目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

●
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）　

　
　

福
本 

浩こ

う

ぞ

う三
（
香
住
区
森
）

　

●
優
秀
賞
（
町
長
賞
）

　
　

清
水 

容よ

し

か

ず和
（
香
住
区
三
谷
）

　

●
優
良
賞

　
　

野
畑 

英
文
（
香
住
区
隼
人
）

　
　

黒
野 

幹
彦
（
香
住
区
隼
人
）

　
　

池
田 

進　

 

（
香
住
区
間
室
）

　
　

山
田 

博　

 

（
香
住
区
三
谷
）

　
　

田
門 

政
晴
（
香
住
区
隼
人
）

　
　

野
畑 

輝
行
（
香
住
区
隼
人
）

　
　

岸
本 

晃　

 

（
香
住
区
八
原
）

▲最優秀賞の福本さん▲優秀賞の清水さん

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

・
と　

き　

3
月
22
日
（
土
）
14
時
〜

　

・
と
こ
ろ　

役
場
3
階
大
会
議
室

●
投
票
日

　

4
月
13
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
部
総
務
課
内
）

 

香
美
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

 
投
票
日
は
4
月
13
日
（
日
）
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　今年 4月から各診療所の診察日と診察時間は、次のとおりとなります。

　佐津診療所は、医師の退職に伴い、小代診療所の医師が週 1日の診療を行います。このため、小代

診療所の診療が週 4日となります。また、兎塚診療所は週 1日の診療となり、柤岡へき地出張診療所

は当分の間、休止となります。なお、各診療所とも、診察日が祝日の場合は休診です。

●佐津診療所（℡0796・38・0459）

曜　　日 月 火 水 木 金

午前
　　受付　8:00 ～ 11:00
　　診察　9:00 ～

○

午後 　　診察　13:00 ～ ○

●小代診療所（医科）（℡0796・97・2023）

曜　　日 月 火 水 木 金

午前
　　受付　8:30 ～ 11:00
　　診察　8:30 ～

○ ○ ○ ○

午後 　　診察　13:00 ～ ○ ○ ○ ○

●兎塚診療所（℡0796・96・0012）、川会診療所（℡0796・95・0024）、
　原診療所（℡0796・95・0802）

曜　　日 月 火 水 木 金

午前
　　受付　8:30 ～ 11:00
　　診察　9:00 ～

兎塚診
療所

午後
　　受付　13:00 ～ 15:00
　　診察　14:00 ～

川会診
療所

原診療
所

※柤岡へき地出張診療所は、当分の間、休止

●問い合わせ先　　各診療所、役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課

 佐津、小代（医科）、兎塚、川会、原、柤岡へき地出張診療所

 診療所の診療日と診察時間の変更について

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
家
庭
児
童
相
談
室
が
平
成
20
年
３

月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
虐
待
や
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
し

つ
け
、
親
子
関
係
、
不
登
校
な
ど
児
童
に
係

る
全
般
的
な
相
談
は
、
4
月
か
ら
町
の
児
童

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
香
美
町
児
童
相
談
窓
口

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

 

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
内
家
庭
児
童
相
談
室
の
廃
止
に
つ
い
て

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続

的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

減
免
申
請
書
の
提
出
は
、
4
月
1
日
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
の
1
週
間
前
（
4
月
23
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
減
免
申
請
書
提
出
期
限

　

4
月
23
日
（
水
）

●
提
出
書
類

　

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
、
運
転
者
の
運
転

　

免
許
証
の
写
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

●
注
意
事
項

　

普
通
自
動
車
と
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
1

台
の
み
が
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
提
出
の
な
い
場
合
、
ま
た
は
事
実
と
異
な
る
申
請

が
あ
っ
た
場
合
は
減
免
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

 

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 20 年 2 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区若松　 かわばた歯科医院
受付・歯科助手 不問 1 香住区若松 ㈱共和食品 水産加工員 不問 3

歯科衛生士 不問 １ 香住区香住 香住郵便局 集金 不問 1

香住区香住 (有) アイティ 店長、副店長 不問 2 香住区境 ㈱香美町観光公社 接客係 不問 3

香住区香住 ライムライト 接客係 不問 2 香住区若松 但馬漁業協同組合 加工調理員 不問 3

香住区加鹿野 ㈱香住自動車教習所 教習指導員 34 以下 1 香住区間室 (有) 北近畿環境開発 ゴミの手選別 不問 2

香住区一日市 但馬ディーゼル 一般事務 不問 1 香住区浦上 (有) いわや 接客係 不問 2

香住区若松 丸大化粧品店 販売 不問 1 香住区香住 (有) 三七十 事務 不問 1

(有) 三七十 香住区香住 事務 不問 1

香住区浦上 (有) 三吉

旅館接客 7:00 ～ 21:30 のうち 8時間程度 不問 1

村岡区入江 ㈱タノ 建築技術職 不問 2 旅館雑用 7:00 ～ 21:30 のうち 8時間程度 不問 1

村岡区村岡 エイワ電器㈱
製造工員 39 以下 2 旅館清掃 10:00 ～ 14:00 不問 2

マシーンキーパー 39 以下 2 旅館接客 7:30 ～ 12:00、15:00 ～ 21:30、17:30 ～ 21:30 不問 3

村岡区長瀬 山本工業 電気工事ほか 不問 1 旅館雑用 7:00 ～ 9:30、18:00 ～ 21:30 不問 4

村岡区福岡 ㈱西村工務店 建築施工管理技師 不問 1 姫路市神田町 ㈱岡常歯車製作所（村岡区） 機械工 不問 1

村岡区大糠 (有) サンカイ通信
電気・通信機器設備
の販売、修理、工事

不問 2
村岡区村岡 エイワ電器㈱ 製造工員 39 以下 2

村岡区和田 北但西部森林組合 林業 35 以下 15

村岡区入江 ヨシオカテクノ (有) 機械オペレーター 不問 2 村岡区高井 入江精密工業 (有) アルミ部品の検査 ･軽作業 不問 1

村岡区高井 入江精密工業 (有) 出荷事務員 不問 1

村岡区大笹 ㈱日本健康の郷

清掃、床敷、洗い場、
調理補佐、接客係

不問 4

▽パートほか（正社員以外） 事務員 不問 2

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 レンタルスキー・カ
フェショップ店員

不問 3
村岡区和池 ㈱グルメ杵屋ロッジかどま 接客応待 不問 1

小代区神水 社会福祉法人みかたこぶしの里 嘱託看護員（小代区･村岡区） 不問 1 小代区神水 社会福祉法人みかたこぶしの里 嘱託看護員（小代区･村岡区） 不問 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（2/1 ～ 2/29）の届出分の内、承諾を得た
方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（2/1 ～ 2/29）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　下 水 道 課　39・2053　　水　道　課　36・0420
議会事務局　36・1963　　村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 35 号 ( 平成 20 年 2月号 ) の記事に、以下のとおり誤りがありました。関係者のみ
なさまには大変ご迷惑をおかけいたしましたことをお詫びして、訂正いたします。
・15 ページの『町内から表彰受賞者がありました』の記事で、兵庫県知事感謝状受賞の牧田清さんの行政区が
　「香住区浜」とありますが、正しくは「香住区西」でした。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

一
面
雪
景
色
と
な
っ

た
２
月
８
日
、
香
住
区

米
地
の
加
工
場
（
米
地

協
業
組
合
）
で
、
佐
津

小
学
校
の
３
、
４
年
生

23
人
が
、
平
成
11
年
に

兵
庫
ブ
ラ
ン
ド
に
認

証
さ
れ
た
「
米
地
み

そ
」
の
仕
込
み
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
八
木
幸
男

組
合
長
の
説
明
で
昨

年
仕
込
ま
れ
た
味
噌

が
熟
成
さ
れ
て
い
る

貯
蔵
庫
を
見
学
し
た
後
、
エ
プ
ロ
ン
や
マ
ス
ク
を
身
に
付

け
、
蒸
し
立
て
の
大
豆
の
香
り
が
広
が
る
加
工
場
に
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
麹

こ
う
じ

と
合
わ
せ
た
大
豆
を
ミ
ン
チ
に

か
け
て
作
っ
た
味
噌
玉
を
手
渡
さ
れ
、
熟
成
用
の
大
き
な

容
器
に
味
噌
を
仕
込
む
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
空
気
を

し
っ
か
り
抜
く
た
め
、
児
童
は
自
分
の
顔
ほ
ど
の
味
噌
玉

を
次
々
に
勢
い
よ
く
容
器
に
投
げ
込
ん
で
い
き
、
お
よ
そ

２
８
０
㎏
の
味
噌
を
仕
込
み

ま
し
た
。
こ
の
味
噌
は
、
貯

蔵
庫
で
熟
成
し
、
１
年
後
に

で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

初
め
て
体
験
し
た
吉
田

岳た

け

ふ

み史
く
ん
（
3
年
生
、
香
住

区
無
南
垣
）
は
「
味
噌
を
投

げ
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
大

豆
か
ら
味
噌
が
ど
う
や
っ
て

で
き
る
の
か
、
や
っ
と
分
か

り
ま
し
た
。
来
年
味
噌
が
で

あ
き
あ
が
る
の
が
楽
し
み
」

と
語
り
ま
し
た
。

地
元
の
特
産 

米
地
み
そ
づ
く
り
体
験

お
み
そ
っ
て
、
こ
う
や
っ
て
で
き
る
ん
だ
！

（
佐
津
小
学
校
）

（
佐
津
小
学
校
）

　

「
昭
和
の
村
の
祭
」

や
「
牛
の
昔
話
」
な

ど
昭
和
初
期
の
の
小

代
区
で
実
際
に
あ
っ

た
話
な
ど
を
ま
と
め

た
「
お
じ
ろ
の
む
か

し
話
」
の
第
３
弾
（
Ａ

5
版
、
20
ペ
ー
ジ
）

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
代
区
の
「
昔
話
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
門

垣
い
わ
ゑ
さ
ん
（
実
山
）、
黒
野
三
千
代
さ
ん
（
城
山
）、

田
中
千
代
子
さ
ん（
忠
宮
）、田
淵
德
左
衞
門
さ
ん（
熱
田
）、

松
田
豊
子
さ
ん
（
大
谷
）
の
5
人
が
原
稿
を
持
ち
寄
り
、

編
集
か
ら
製
本
ま
で
自
分
た
ち
で
手
が
け
ら
れ
た
手
作
り

の
作
品
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
小
代
支
所
の
協
力
も
得

て
、
平
成
14
年
の
第
１
弾
、
平
成
17
年
の
第
２
弾
に
続
く

出
版
と
な
り
ま
し
た
。
３
０
０
部
発
行
さ
れ
た
本
は
、
す

で
に
完
売
し
て
お
り
、
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
小
代
支

所
や
小
代
区
中
央
公
民
館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

発
起
人
の
松
田
豊
子
さ
ん
は
「
母
か
ら
聞
い
た
昔
話

が
断
ち
切
れ
に
な
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
何
と
か

後
世
に
形
と
し
て
残
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
。
第
４
弾
以
降
も

で
き
れ
ば
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

『
お
じ
ろ
の
む
か
し
話
』
第
3
弾

母
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
伝
え
た
い

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

▲

大きな味噌玉を手にする児童「でっかいでしょ！」

製本作業に精を出す皆さん▲

▲みそづくりを見学

近
畿
杯
争
奪 

香
美
町
さ
る
カ
ニ
雪
合
戦 

第
８
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会

ス
リ
リ
ン
グ
！
雪
球
飛
ぶ
な
か
突
き
進
め
！

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

2
月
2
日
、
3
日
に
小
代

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
兵

庫
県
雪
合
戦
大
会
が
行
わ

れ
、
町
内
外
の
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
58
チ
ー
ム
約

５
７
０
人
の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。
公
式
戦
は
、
監
督

と
７
人
の
選
手
で
１
チ
ー
ム

と
な
り
、
40
ｍ
×
10
ｍ
の

コ
ー
ト
で
、
相
手
チ
ー
ム
の

フ
ラ
ッ
グ
を
抜
く
か
、
雪
球

が
当
た
ら
な
か
っ
た
選
手

の
数
な
ど
で
勝
敗
を
競
い
ま

す
。
中
に
は
、
開
始
の
合
図
と
と
も
に
相
手
の
フ
ラ
ッ
グ

に
向
け
て
突
撃
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
選
手
た
ち
の
激
し

い
戦
い
に
、
観
客
の
声
援
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
参
加
し
た
藤
原
章
吾
さ
ん
（
香
住
区
浦
上
）

は
「
最
初
の
試
合
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
と
て
も

悔
し
か
っ
た
。
戦
術
を
も
っ
と
研
究
し
て
、
来
年
は
勝
ち

進
み
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】
①
兵
庫
Ｇ
Ｔ
Ｍ
（
村
岡
区
）、
②
酒
Ｍ
Ａ
Ｘ

（
村
岡
区
）、
③
京
都
ま
と
い
倶
楽
部
（
滋
賀
県
大
津
市
）、

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
①
村
岡
御
殿
（
村
岡
区
）、
②
Ｃ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
・
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ
（
小
代
区
）、
③
光
陽
マ
マ
（
村

岡
区
）、【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
①
Ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
ｓ
（
村

岡
区
）、
②
兎
塚
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
８
（
村
岡
区
）、
③

照
来
メ
ッ
ツ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
新
温
泉
町
）

選手も観客も熱く燃えています▲

▲

小代の懐かしい話の詰まった第 3弾
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2
月
17
日
、
ミ
カ
タ
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
で
降
り
し
き
る

雪
の
な
か
、
第
11
回
美
方
高

原
雪
祭
り
が
行
わ
れ
、
町
内

外
の
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地

元
の
新
屋
お
だ
ん
ご
お
し
ゃ

べ
り
会
に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

１
周
約
１
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
人
が
乗
っ
た
そ
り
を
２

人
で
引
く
ミ
ニ
ソ
リ
レ
ー

ス
で
は
、
途
中
で
ひ
っ
く

り
返
り
、
雪
ま
み
れ
に

な
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
人
で
１
チ
ー

ム
（
女
性
１
人
以
上
を
含

む
）
で
争
う
全
日
本
雪
上

綱
引
き
競
技
大
会
で
は
、

ナ
イ
ロ
ン
袋
で
足
を
覆
っ

た
選
手
た
ち
が
、
つ
る
つ

る
滑
る
雪
上
で
、
四
苦

八
苦
し
な
が
ら

も
力
い
っ
ぱ
い

綱
を
引
い
て
い

ま
し
た
。
選
手

が
、
勢
い
余
っ

て
滑
っ
て
転
ぶ

た
び
に
、
観
客

か
ら
は
笑
い
声

が
上
が
り
ま
し

た
。

 
第
11
回
美
方
高
原
雪
祭
り        

        

  
今
年
は
雪
も
た
っ
ぷ
り
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

今
年
は
雪
も
た
っ
ぷ
り
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）走れ走れミニソリレース▲

▲

滑って転んで、見ているのも楽しい綱引き大会

　

2
月
17
日
、
香
住
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
、
第
1
回
香
美
町
小

学
生
交
流
卓
球
大
会

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

小
学
校
4
年
生
か
ら
6

年
生
の
児
童
37
人
が
参

加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
思
う
存
分
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

香
住
区
で
開
催
し
て
い

た
香
住
区
小
学
生
卓
球
大
会
を
拡
大
し
、
町
合
併
後
初
め

て
全
町
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
大
会
で
、
卓
球
を
通
し

て
交
流
し
、
お
互
い
の
友
情
と
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

企
画
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
男
子
と
女
子
に
分
か
れ
、
リ
ー

グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る
個
人
戦
。
選
手
は
、
外
の

寒
さ
に
負
け
ず
、
元
気
な
か
け
声
で
気
合
を
入
れ
、
1
球

1
球
集
中
し
て
打
ち
返
し
て
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

①
上
田 

雅
尚
（
村
岡

小
6
年
）、
②
黒
田 

竜
次
（
兎
塚
小
5
年
）、

③
上
田 

環
（
香
住
小

6
年
）、
③
谷
脇 

拓

実
（
村
岡
小
6
年
）

【
女
子
の
部
】

①
木
谷 
真
緒
（
村
岡

小
5
年
）、
②
上
田 

愛
美
（
兎
塚
小
5
年
）、

③
中
井 

雪
花
（
村
岡

小
6
年
）、
③
古
家 

優
佳
（
村
岡
小
5
年
）

第
1
回
香
美
町
小
学
生
交
流
卓
球
大
会

白
球
通
し
、
切
磋
琢
磨
で
心
も
通
う

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

　

こ
の
ほ
ど
、
村
岡
高
校

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ス
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
（
担

当 

雲
田
貴
之
先
生
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
ジ
ェ
フ
･
モ
リ
ス
先

生
）
を
専
攻
す
る
3
年
生

7
人
が
、
町
が
製
作
し
た

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

考
に
、
香
美
町
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
語
版

（
Ａ
３
版
、
両
面
カ
ラ
ー

刷
り
）
を
作
り
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
中
旬
頃
か
ら
製
作
に
着
手
、
授
業
時
間
や
放

課
後
な
ど
を
利
用
し
、
資
料
収
集
や
取
材
、
写
真
撮
影
、

説
明
文
の
英
訳
な
ど
に
取
り
組
み
、
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し

作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
武
部 

剣
一
郎
さ
ん
（
村
岡
区
丸
味
）
は
「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
で
、
地
元
で
も
知
ら
な
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
て
、
外

国
か
ら
香
美
町
に
1

人
で
も
多
く
の
観
光

客
が
来
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
生
徒
の
卒
業

記
念
に
、
ま
た
、
今

年
で
閉
鎖
さ
れ
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ

ス
の
集
大
成
と
な
り

ま
し
た
。

県
立
村
岡
高
校
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ス

英
語
版 

香
美
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

（
村
岡
区
）

▲完成したパンフレット

▼ユニバーサルコミュニケーションクラス皆さん



自然がいっぱい！楽しみいっぱい！

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870
の
１

tel 　
0796・

36 ・
1111　

fax　
0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@

tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ホームページ　　http://w

w
w
.tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ふ
る
さ
と
香
美
（
第
3
6
号
）
平
成
2
0
年
3
月
1
3
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集

／総
務
部
企
画
課

まちのうごき
（平成 20年 2月 1日現在）

合　計　21,965 人（－ 26）

　男　　10,450 人（－ 18）

　女　　11,515 人（－   8）

世帯数  6,967 世帯（－   4）
カッコ内は前月比

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

自然がいっぱい ! 楽しみいっぱい！

 ふるさとの魅力を再発見 !!
　町内には、大自然の中で“香美町”ならではの
四季折々のさまざまな体験ができる施設がありま
す。いろんなことにチャレンジし、まだ知らない
“ふるさと香美町”の魅力をもっともっと見つけ
ましょう！

　兵庫県観光百選の第 1位に選ばれた瀞川平の標高約
550 ｍに位置し、127ha の広大な敷地があります。自然
のさまざまな表情を感じ、体験できます。昆虫 ･動物 ･
植物・星空などの観察はもちろん、ハイキングやスポー
ツで汗を流すのもとても気持ちいいものです。木や石な
どを利用したペンダントづくりなどの工作も楽しめま
す。かんじきやスノーシュー、クロスカントリーなど冬
ならではの体験もできます。また、敷地内には付属施設
の「木の殿堂」、近隣には但馬高原植物園もあります。
　収容人数は、宿泊棟 184 人、4 つのキャンプ場合わ
せて 460 人で、年間を通して、学校、ボーイスカウト、
子ども会、スポーツ合宿など県内外の皆さんにご利用い
ただけます。また、家族連れなどにはオートキャンプサ
イトやフィールドアスレチックも大変人気があります。●

問い合わせ先
兵庫県立兎和野高原野外教育センター（村岡区宿）
℡0796・94・0211、FAX0796・94・0212
ホームページ　http://www.uwano.jp/

　標高700～800ｍに位置し、周囲に1,000m以上の山々
を見渡すとちのき村は、合併前の美方町と尼崎市との交
流のなか建設され、毎年尼崎市などから多くの児童・生
徒が自然学校や文化・スポーツ活動などで研修にやって
きます。もちろん尼崎市民以外も利用でき、今年 1月か
らはすべての香美町民を対象に、尼崎市民と同じ料金で
施設を使用できるようようになりました。
　テントでのキャンプや宿泊施設も備えており、ゆっく
りとしたなか、ロープを使って木登りを楽しむ「ツリー
イング」、マウンテンバイクで高原をサイクリング、冬
はスノーシュートレッキングや冬山キャンプなどもで
き、大自然の中で四季折々の体験ができます。　
　施設の利用料やイベントなどについては、下記に問い
合わせてください。●

問い合わせ先
尼崎市立美方高原「とちのき村」（小代区新屋）
℡0796・97・3600、FAX0796・97・3602
ホームページ　http://www.aspf.or.jp/

兵庫県立
兎和野高原野外教育センター

尼崎市立
美方高原自然の家とちのき村

編
集
後
記

　

香
美
町
か
ら
、
米
国
グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
〝
中
村

浩
二
さ
ん
〞。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
方

と
電
話
で
お
話
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
後
の
お
疲
れ
の
と
き
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
村
さ
ん
は
と
て
も
丁
寧
に
取

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
ご
活
躍
は
、
私
た
ち
地
元
の
者
に

と
っ
て
は
、
大
変
な
誇
り
で
す
ね
。
何
か
体
の
中

か
ら
熱
い
も
の
が
湧
き
出
て
く
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

ま
た
、
母
幸さ

ち

え枝
さ
ん
（
写
真
）
は
「
太
鼓
を
始

め
て
か
ら
は
、
帰
省
中
も
走
っ
た
り
、
バ
チ
さ
ば

き
の
練
習
を
し
た
り
、
一
日
中
、
体
を
鍛
え
て
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
行
く
と
言
わ
れ
た
と
き
に

は
泣
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
い
い
人
に
巡

り
合
っ
て
、
ま
ん
が
よ
か
っ
っ
た
ん
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
多
く
の
方
々
に
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
ほ

ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
浩
二
さ
ん
が
起
用

さ
れ
た
海
外
公
演
の

ポ
ス
タ
ー
を
手
に
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。       

（
今
西
）




